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Ⅰ
．
は
じ
め
に

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
２
年
以
上
が
過
ぎ
ま
し

た
。
今
回
の
震
災
で
は
、
東
北
３
県
の
太
平
洋
沿
岸
を

中
心
に
約
２
万
１
０
０
０
㌶
に
及
ぶ
農
地
や
排
水
樋

門
・
排
水
機
場
な
ど
の
農
業
関
連
施
設
が
幅
広
く
被
害

を
受
け
ま
し
た
。

林
農
林
水
産
大
臣
か
ら
は
「
安
倍
総
理
指
示
の
“
閣

僚
全
員
が
復
興
大
臣
”
と
い
う
意
識
を
共
有
し
、
東
日

本
大
震
災
の
被
災
地
の
復
興
の
加
速
を
優
先
し
て
い

く
」
と
指
示
さ
れ
て
お
り
、省
を
あ
げ
て
全
力
で
復
旧
・

復
興
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
ま
で
の
実
績
と
し
て
は
、
被
災
直
後
か
ら
、
全

国
の
農
業
土
木
技
術
者
を
派
遣
す
る
な
ど
総
力
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
お
り
、
24
年
度
に
は
、
全
国
か
ら
１
４

６
２
人
（
月
平
均
１
２
２
人
）
が
被
災
地
に
赴
き
支
援

業
務
に
従
事
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
農
地
に
つ
い
て
は
全

体
の
63
％
で
今
春
の
営
農
再
開
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
復
旧
工
事
の
実
施
に
併
せ
て
、
９
４
０
０

㌶
の
農
地
の
大
区
画
化
も
実
施
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
、
農
林
水
産
省
で
は
、
被
災
直
後
か
ら
の
緊
急

応
急
対
応
等
の
取
組
と
し
て
、
津
波
に
よ
る
湛
水
排
除

を
緊
急
に
行
う
た
め
の
災
害
応
急
用
ポ
ン
プ
の
貸
出

（
全
国
の
ポ
ン
プ
１
０
９
台
が
東
北
に
集
結
）、
湛
水
排

除
の
加
速
と
し
て
の
自
然
排
水
樋
門
の
再
開
、
排
水
路

の
瓦
礫
除
去
、
排
水
機
場
ポ
ン
プ
の
機
能
回
復
（
モ
ー

タ
ー
の
復
活
）、
除
塩
と
営
農
の
再
開
、
梅
雨
期
に
備

え
る
災
害
応
急
用
ポ
ン
プ
の
再
配
置
、
排
水
機
場
ポ
ン

プ
の
機
能
回
復
（
エ
ン
ジ
ン
の
復
活
）
等
の
支
援
を
積

極
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

Ⅱ
．
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
の
災
害
協
定
の

必
要
性

１
．
災
害
応
急
対
策
へ
の
協
力
要
請

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
激
甚
な
被
害
が
発
生
し
、
政
府
に
お
い
て
は
緊
急

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
災
害
応
急
対
策
に
総
力
を

上
げ
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
23
年
３
月
17
日
付
け
「
災
害
応
急
対
策

へ
の
協
力
」
に
つ
い
て
、農
村
振
興
局
整
備
部
長
か
ら
、

土
地
改
良
大
規
模
災
害
支
援
協
議
会
並
び
に
、
土
地
改

良
建
設
協
会
会
長
に
対
し
、
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

災
害
応
急
対
策
に
は
、
建
設
機
械
、
資
機
材
の
調
達
、

労
働
力
の
確
保
が
緊
要
で
す
。
更
に
、
土
地
改
良
施
設

等
の
災
害
応
急
対
策
に
あ
っ
て
は
、
被
災
状
況
に
関
す

る
調
査
、
復
旧
の
た
め
の
設
計
等
の
技
術
的
支
援
な
ど

関
係
団
体
の
全
面
的
な
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
現
地
の
状
況
を
見
据
え
つ
つ
関
係

機
関
と
綿
密
な
連
携
を
図
り
、
可
能
な
限
り
被
災
地
域

の
応
急
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

２
．
東
日
本
大
震
災
対
策
連
絡
会
の
取
組

（
１
）
３
月
31
日
に
土
地
改
良
建
設
協
会
に
、
東
日
本

大
震
災
対
策
連
絡
会
が
設
立
さ
れ
、
会
員
各
社
に
よ
る

大
震
災
発
生
直
後
か
ら
緊
急
対
策
と
し
て
、
農
地
・
農

業
用
施
設
の
点
検
、
応
急
復
旧
対
策
、
被
災
者
支
援
等

の
社
会
的
貢
献
も
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
現
地
調
査
、
東
北
農
政
局
か
ら

災
害
時
の
応
急
対
策
業
務
に
関
す
る
協
定
に
つ
い
て農
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の
意
見
徴
集
、
会
員
各
社
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を

通
じ
て
、各
社
の
震
災
対
応
に
関
す
る
提
案
・
意
見
（
抜

粋
）
が
以
下
の
と
お
り
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

①
被
災
規
模
・
内
容
か
ら
見
て
従
来
と
は
別
次
元
の

対
応
（
法
体
系
・
仕
組
み
・
組
織
等
）
が
必
要

②
被
災
地
自
治
体
か
ら
の
要
請
主
義
で
は
な
く
、
国

主
体
に
よ
る
復
興
が
重
要

③
大
規
模
ほ
場
整
備
な
ど
、
土
地
利
用
の
再
編
を
中

心
と
し
た
長
期
的
・
根
本
的
な
復
興
支
援
が
必
要

④
被
災
初
期
に
お
け
る
民
間
企
業
の
活
用
と
そ
の
た

め
の
指
揮
系
統
の
立
ち
上
げ
が
必
要

⑤
管
路
等
の
耐
震
対
策
（
埋
め
戻
し
方
法
等
）
の
検

討
が
必
要

⑥
農
政
局
所
有
の
排
水
ポ
ン
プ
の
運
送
方
法
・
連
携

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
検
討
が
必
要

（
２
）
ま
た
、
東
北
土
地
改
良
建
設
協
会
と
の
意
見
交

換
で
は
、
以
下
の
意
見
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

①
土
地
改
良
区
等
が
管
理
す
る
施
設
が
多
い
中
で
、

ど
の
よ
う
な
協
定
と
す
べ
き
か
検
討
が
必
要

②
任
意
団
体
で
あ
る
地
方
土
地
協
を
ど
の
よ
う
に
位

置
付
け
る
か
検
討
が
必
要

③
管
理
予
算
が
な
い
中
で
、
初
動
対
応
等
の
内
容
を

ど
こ
ま
で
盛
り
込
む
か
検
討
が
必
要

④
災
害
時
に
は
建
設
業
者
と
し
て
の
社
会
的
使
命
を

果
た
す
た
め
に
初
動
対
応
は
不
可
欠
で
あ
る
が
、

現
地
調
査
や
緊
急
的
な
初
動
対
策
を
協
定
に
ど
の

よ
う
に
盛
り
込
む
か
検
討
が
必
要

⑤
協
定
の
対
象
と
な
る
災
害
の
規
模
、
範
囲
を
ど
う

考
え
る
か
検
討
が
必
要

な
ど
の
課
題
が
提
起
さ
れ
、
農
水
省
と
協
議
調
整
を
行

う
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

Ⅲ
．
災
害
協
定
の
考
え
方

１
．
災
害
協
定
書

災
害
協
定
書
は
、
農
林
水
産
省
並
び
に
各
地
方
農
政

局
と
土
地
改
良
建
設
協
会
及
び
各
地
方
土
地
改
良
建
設

協
会
と
の
方
針
が
一
致
し
、
各
地
方
農
政
局
長
と
土
地

改
良
建
設
協
会
会
長
と
の
間
で
締
結
さ
れ
ま
し
た
（
資

料
︱
１
）。
ま
た
、
各
地
方
農
政
局
長
と
農
業
土
木
事

業
協
会
会
長
と
の
間
で
も
同
様
に
災
害
協
定
が
締
結
さ

れ
ま
し
た
。

２
．
災
害
協
定
の
基
本
的
考
え
方

災
害
協
定
の
締
結
に
あ
た
り
以
下
の
基
本
的
考
え
方

を
整
理
し
、
省
内
及
び
各
局
並
び
に
関
係
団
体
と
の
調

整
を
行
い
、次
の
と
お
り
運
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

（
１
）
本
協
定
が
適
用
す
る
災
害

①
地
震
に
つ
い
て
は
、「
震
度
６
強
」
以
上
を
対
象

と
し
、
農
政
局
長
か
ら
の
出
動
要
請
に
よ
り
発
動

す
る
。

②
地
震
以
外
の
大
規
模
災
害
に
つ
い
て
は
、
広
域
的

な
被
害
が
発
生
し
て
い
る
場
合
を
対
象
と
し
、
状

況
を
判
断
し
て
農
政
局
長
か
ら
の
出
動
要
請
に
よ

り
発
動
す
る
。

（
２
）
甲
、
乙
の
協
定
締
結
者

①
土
地
改
良
施
設
は
、
各
農
政
局
長
が
財
産
管
理
者

で
あ
り
、
予
算
の
執
行
権
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

各
地
方
農
政
局
長
を
甲
と
し
、
土
地
改
良
建
設
協

会
会
長
又
は
農
業
土
木
事
業
協
会
会
長
を
乙
と
し

て
協
定
を
締
結
す
る
。
指
示
系
統
は
、
資
料
︱
２

資料―１

実の発生後遅滞なくその状況を書面により甲に報告するものとす

る。

２ 前項の措置については、甲と乙の会員が協議して定めるもの

とする。

（協定期間）

第７条 この協定の有効期間は、締結の日から平成○○年３月３

１日までの期間とする。ただし、期間満了の１箇月前までに甲、

乙いずれからも申し出がない場合は、引き続き同一条件をもって

１年間の協定を更新するものとし、その後も同様とする。

（疑義等の処理）

第８条 この協定に定めのない事項及び疑義の生じた事項につい

ては、その都度甲及び乙が協議して定めるものとする。

この協定の証として本書２通を作成し、甲及び乙が記名押印の

上、各自１通を保有するものとする。

平成○○年 ○月 ○日

甲 農林水産省 ○○農政局長 ○ ○ ○ ○

乙 社団法人 土地改良建設協会

会 長 ○ ○ ○ ○

－ 3 －

（２） 被災施設の技術的な点検

（３） 応急対策が必要な場合の対策の実施

（４） その他緊急的に対応を要する事項（甲からの要請があ

った場合）

４ 乙の会員は、前項の業務について逐次調査結果等を甲に報告

するものとする。

（業務の実施体制等）

第４条 乙は、第３条第１項及び第２項の業務を速やかに実施で

きるよう予め連絡体制及び実施体制を毎年度定め、甲に報告する

ものとする。

２ 前項の報告は、この協定の締結後速やかに行うものとする。

なお、第７条ただし書きの規定により本協定が延長された場合に

あっては、その年の４月末日までに行うものとする。

３ 乙は、前項で報告した内容について重要な変更があった場合

は速やかに甲に報告するものとする。

４ 甲及び乙の会員は、第３条第３項の業務を実施するに際し、

複数の連絡担当者と連絡順位を定め、相互に情報共有を図るも

のとする。

（契約の締結）

第５条 甲は、第３条第１項に基づき出動を要請したときは、甲

又は甲の所掌する事務所等の長と乙の会員で業務の内容に応じた

契約を結ぶものとする。なお、契約の対象とする範囲は、甲又は

甲の所掌する事務所等の長及び乙の会員との協議により決定する

ものとする。

（事故等への対応）

第６条 乙の会員は、業務の実施に伴い、甲又は乙の会員の責に

帰さない理由により、第三者に損害が生じた場合等には、その事

－ 2 －

災害時の応急対策業務に関する協定書(案）

農林水産省○○農政局長（以下「甲」という。）と一般社団法人

土地改良建設協会会長（以下「乙」という。）とは、農業農村整備

等直轄事業完了地区における災害時の緊急的な応急対策業務の実

施に関し、次のとおり協定する。

（目的）

第１条 この協定は、地震、津波及び台風等の異常な自然現象に

よる農業農村整備等直轄事業完了地区における甚大な災害時の緊

急的な応急対策に関する実施体制を定め、災害の拡大防止と被災

施設の早期復旧に資することを目的とする。

（業務の実施範囲）

第２条 業務の実施範囲は、別紙に示す主要な土地改良施設とす

る。

但し、上記以外の施設においては、甲から建設資機材等の確

保要請があった場合には乙は適切に対応するものとする。

（業務の内容）

第３条 甲は、甚大な災害が発生し必要と認める時は書面等によ

り、乙に対し乙に所属する会員（以下「乙の会員」という。）の

出動を要請することができるものとする。

２ 乙は、乙の会員に対し甲から出動要請があった旨の連絡を行

うものとする。

３ 乙から出動要請の連絡を受けた乙の会員は、必要となる技術

者等を確保した上で次の業務を速やかに行うものとする。

（１） 被災施設の被害状況の把握

－ 1 －
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の
と
お
り
。

（
３
）
対
象
施
設

①
本
協
定
の
対
象
と
す
る
施
設
は
、
ダ
ム
、
頭
首
工

及
び
排
水
機
場
の
ポ
ン
プ
設
備
と
す
る
。

②
本
協
定
の
対
象
施
設
は
、
各
農
政
局
に
お
け
る
国

営
完
了
地
区
の
主
要
土
地
改
良
財
産
と
し
、
土
地

改
良
建
設
協
会
と
農
業
土
木
事
業
協
会
に
お
い
て

対
応
で
き
る
施
設
を
本
協
定
で
明
確
に
す
る
。

③
記
載
例
と
し
て
は
、資
料
︱
３
の
と
お
り
。
な
お
、

該
当
施
設
の
維
持
管
理
者
等
（
県
・
市
町
村
を
含

む
）
に
は
、
災
害
協
定
を
締
結
し
た
旨
を
各
地
方

農
政
局
か
ら
予
め
連
絡
し
て
お
く
。

（
４
）
各
局
に
制
定
さ
れ
て
い
る
緊
急
応
急
工
事
と
の

仕
分
け

①
本
協
定
が
対
象
と
す
る
施
設
は
、
対
象
施
設
の
被

害
が
進
行
中
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ

が
あ
り
、
周
辺
施
設
の
生
命
、
財
産
及
び
営
農
に

大
き
な
影
響
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
対
象
施
設
の
施

工
者
の
経
験
、
技
術
、
労
働
力
及
び
資
機
材
の
調

達
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
必
要
と
す
る
施
設
を
対
象
と

す
る
。

②
さ
ら
に
、国
が
所
有
す
る
土
地
改
良
施
設
の
う
ち
、

被
災
す
れ
ば
大
規
模
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
の

あ
る
水
関
連
施
設
と
し
、
ダ
ム
、
頭
首
工
及
び
排

水
機
場
の
ポ
ン
プ
設
備
に
限
定
す
る
。
ま
た
、
協

定
上
各
協
会
の
会
員
が
対
応
可
能
で
あ
る
施
設
を

選
定
し
、
対
象
施
設
を
限
定
す
る
。

③
今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
う
な
非
常
時
に
お
い

て
は
、
ダ
ム
や
排
水
機
場
に
つ
い
て
前
施
工
者
の

意
見
、
助
言
や
点
検
・
診
断
が
早
期
の
復
旧
非
常

に
有
効
で
あ
っ
た
。

（
５
）
実
施
・
連
絡
体
制

①
大
規
模
災
害
（
震
度
６
強
以
上
等
）
が
発
生
し
た

場
合
は
、
土
地
改
良
建
設
協
会
会
長
又
は
農
業
土

木
事
業
協
会
会
長
宛
に
本
省
整
備
部
長
か
ら
協
力

要
請
を
行
う
と
と
も
に
被
災
農
政
局
長
か
ら
出
動

要
請
を
発
出
す
る
。

②
両
協
会
会
長
は
、
被
災
農
政
局
と
の
協
定
に
基
づ

き
、
農
政
局
長
か
ら
協
会
会
員
へ
出
動
の
要
請
が

あ
っ
た
こ
と
を
連
絡
す
る
。

③
出
動
要
請
を
受
け
た
会
員
は
、対
象
施
設
の
調
査
、

診
断
を
行
い
、
各
協
会
会
長
及
び
被
災
局
の
局
長

に
報
告
す
る
。

④
報
告
を
受
け
た
被
災
局
は
、
応
急
対
策
等
の
必
要

の
有
無
を
検
討
し
、
対
応
が
必
要
な
場
合
は
各
協

会
会
員
へ
対
応
を
依
頼
す
る
。

⑤
現
地
に
お
け
る
連
絡
体
制
は
、
被
災
農
政
局
に
お

い
て
対
象
施
設
毎
に
協
会
会
員
及
び
施
設
管
理
者

と
調
整
す
る
（
前
も
っ
て
、
各
局
毎
に
対
象
施
設

毎
に
実
施
体
制
を
作
成
し
て
お
く
）。

（
６
）
経
費
の
支
弁
の
範
囲

①
経
費
の
支
弁
の
範
囲
は
、
農
政
局
長
か
ら
の
出
動

要
請
に
よ
り
協
会
会
員
が
要
し
た
費
用
を
原
則
と

す
る
。
し
か
し
、
確
保
さ
れ
た
予
算
に
お
い
て
は

調
査
、
設
計
費
な
ど
は
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
確
保
さ
れ
る
予
算
に
応
じ
て
、

甲
と
乙
が
協
議
し
て
決
定
す
る
。

資料―２

報告

要請の連絡（第3条第2項）

（第5条）

協会員が調査等に入ることの通知 点検調査・応急措置
（第3条第3項）

（第3条第4項）

その他緊急的に対応を要請（第3条第3項（4））

報告

完了報告 完了報告

整備部長

農政局長
完了報告 会 長

【協会員】

局整備部長

被災地
(県、市町村、管理者)

被 災 地
(主要土地改良施設）

逐次調査結果等の報告
農政局長

【整備部長】
協会員

農政局長
災害協定に基づく要請（第3条第1項）

会 長

農政局長
【事業所長】

契約締結

協 会 員
情報共有

実施体制（第4条第4項）

地方農政局 本 省 土地改良建設協会
農業土木事業協会

局整備部長
協力要請を行った旨通知

整備部長
協力要請

会 長

資料―３

【業 務 の 対 象 施 設】

施 設 名 維持管理者名

○○ダム ○○県

（○○県） TEL：○○-○○－○○
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Ⅳ
．
協
定
書
各
条
項
に
お
け
る
説
明

（
１
）「
農
業
農
村
整
備
等
直
轄
事
業
完
了
地
区
」
の
等

と
は
、
海
岸
整
備
事
業
に
よ
る
直
轄
完
了
地
区
を
考
え

て
い
ま
す
。

（
２
）
第
１
条
「
津
波
及
び
台
風
等
」
の
等
と
は
、
異

常
な
自
然
現
象
を
考
え
て
お
り
、
地
震
、
津
波
、
台
風

以
外
で
は
「
豪
雨
」、「
暴
風
」、「
火
山
噴
火
」
な
ど
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

（
３
）
第
２
条
「
建
設
資
機
材
等
」
及
び
第
３
条
「
技

術
者
等
」
の
等
と
は
、
発
生
し
て
い
る
災
害
の
状
況
に

応
じ
て
必
要
な
専
門
技
術
者
の
他
に
、「
建
設
機
械
」、

「
建
設
機
材
」、「
建
設
資
材
」、「
建
設
機
械
の
運
転
手

や
作
業
員
」
な
ど
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

（
４
）
第
３
条
「
逐
次
調
査
結
果
等
」
の
等
と
は
、
業

務
の
対
象
施
設
に
到
達
す
る
ま
で
の
集
落
の
状
況
、
道

路
の
状
況
な
ど
復
旧
に
参
考
と
な
る
情
報
の
提
供
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

（
５
）
第
５
条
「
事
務
所
等
の
長
」
の
等
と
は
、
被
災

局
に
お
け
る
土
地
改
良
技
術
事
務
所
、
土
地
改
良
調
査

管
理
事
務
所
又
は
対
象
施
設
の
近
隣
に
設
置
さ
れ
て
い

る
国
営
事
業
所
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

（
６
）
第
６
条
「
第
三
者
に
損
害
が
生
じ
た
場
合
等
」

の
等
と
は
、
建
設
機
械
や
建
設
資
機
材
に
損
害
が
生
じ

た
場
合
な
ど
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

Ⅴ
．
連
携
協
定
書
に
つ
い
て

連
携
協
定
書
は
、
土
地
改
良
建
設
協
会
会
長
と
地
方

土
地
改
良
建
設
協
会
会
長
と
の
間
で
締
結
し
、
連
携
協

定
書
を
締
結
す
る
目
的
等
は
、
災
害
協
定
書
を
本
来
で

あ
れ
ば
、
各
農
政
局
長
と
地
方
土
地
改
良
建
設
協
会
と

の
間
で
締
結
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
地
方
土
地
改
良

建
設
協
会
は
法
人
格
が
な
い
た
め
、
協
定
締
結
は
困
難

と
の
理
由
か
ら
、
本
部
で
あ
る
土
地
改
良
建
設
協
会
会

長
と
各
農
政
局
長
と
の
協
定
締
結
と
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
実
態
上
は
地
方
土
地
改
良
建
設
協

会
が
災
害
対
応
す
る
の
が
、
迅
速
か
つ
効
率
的
で
あ
る

の
で
、本
部
と
地
方
と
の
間
で
連
携
協
定
を
締
結
し
て
、

災
害
協
定
を
補
完
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。（
資
料
︱
４
）

Ⅵ
．
お
わ
り
に

本
協
定
書
に
つ
い
て
は
、
土
地
改
良
建
設
協
会
並
び

に
農
業
土
木
事
業
協
会
と
各
地
方
農
政
局
と
の
間
で
の

調
整
を
了
し
、
東
北
か
ら
九
州
ま
で
の
７
局
全
て
に
お

い
て
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
大
震
災
の
よ
う
な
緊
急
時
の
応
急
対
応
に
つ

い
て
は
、
官
の
み
な
ら
ず
民
間
の
知
恵
と
活
力
を
活
か

し
、
確
実
な
連
携
の
下
で
の
活
動
が
重
要
と
考
え
て
い

ま
す
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
、
今
後
も
大
地
震
の
発
生
が
懸

念
さ
れ
て
お
り
、
本
協
定
に
つ
い
て
も
実
効
性
を
高
め

る
た
め
、
引
き
続
き
運
用
面
で
の
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

最
後
に
、
本
協
定
書
の
締
結
に
ご
理
解
と
ご
尽
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
一
般
社
団
法
人
土
地
改
良
建
設
協
会

並
び
に
一
般
社
団
法
人
農
業
土
木
事
業
協
会
の
関
係
者

各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
大
震
災
の
災

害
応
急
対
策
へ
の
支
援
並
び
に
災
害
協
定
に
対
す
る
ご

議
論
を
い
た
だ
き
ま
し
た
土
地
改
良
大
規
模
災
害
支
援

協
議
会
の
土
地
改
良
関
係
団
体
で
あ
る
一
般
財
団
法
人

日
本
水
土
総
合
研
究
所
、
全
国
農
村
振
興
技
術
連
盟
、

一
般
社
団
法
人
地
域
資
源
循
環
技
術
セ
ン
タ
ー
、
公
益

社
団
法
人
農
業
農
村
工
学
会
、
一
般
社
団
法
人
農
業
土

木
機
械
化
協
会
、
公
益
社
団
法
人
土
地
改
良
測
量
設
計

技
術
協
会
、
一
般
社
団
法
人
農
業
農
村
整
備
情
報
総
合

セ
ン
タ
ー
、
全
国
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
美
し
い
田
園
21
の
関
係
者
各
位
の
ご
理
解
と
ご

支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

み
な
か
わ
た
け
し
・

農
村
振
興
局　

整
備
部　

設
計
課　

施
工
企
画
調
整
室
長 資料―４

災害時の対応に関する連携協定書（案）

一般社団法人土地改良建設協会会長（以下「甲」という。）と東北土地改良建設協会会

長（以下「乙」という。）とは、甲が○○農政局長と締結した別添１の「災害時の応急対

策業務に関する協定書」（以下「災害協定書」という。）並びに甲が策定した別添２の「大

規模災害対応基準」（以下「対応基準」という。）の実施に関し次のとおり協定する。

（目的）

第 1条
この協定は、災害協定書及び対応基準の円滑な運用に資するため、甲と乙が緊密に連携

して対応することを目的とする。

（内容）

第 2条
甲と乙は、前条の目的を達成するため、別紙に示す活動を連携して実施する。

（協定期間）

第 3条
この協定の有効期間は、締結の日から平成 26年 3月 31日までの期間とする。ただし、

期間満了の 1か月前までに、甲及び乙の何れからも申し出がない場合は、引き続き同一条

件をもって 1年間の協定を更新できるものとし、その後も同様とする。

（疑義の処理）

第 4条
この協定に定めのない事項及び疑義の生じた事項については、その都度甲及び乙が協議

して定める。

この協定の証として本書 2通を作成し、甲及び乙が記名押印の上、各自 1通を保有する。

平成○○年○月○日

甲 一般社団法人土地改良建設協会会長 ○○ ○○

乙 ○○土地改良建設協会会長 ○○ ○○


